
レディース（安芸の子くまさん）の代表が選手宣誓レディース（安芸の子くまさん）の代表が選手宣誓各チームが熱戦を繰り広げる各チームが熱戦を繰り広げる
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２月２日、高野スポーツ広場で「第 28 回広島県雪合戦大会」が開催され、出場した 51 チームが２月２日、高野スポーツ広場で「第 28 回広島県雪合戦大会」が開催され、出場した 51 チームが
熱い戦いを繰り広げました。（関連記事：２～３ページ）熱い戦いを繰り広げました。（関連記事：２～３ページ）

雪上の熱い戦い！



第28回広島県雪合戦大会
　２月２日、高野スポーツ広場で第 28 回広島県雪合戦大会が開催され、市内外か
ら 51 チームが参加しました。
　当日は、ジュニアの部、レディースの部、P（昭

しょうわ

和新
しんざん

山国際雪合戦の広島県予選
を兼ねる）リーグ、F（雪合戦を楽しみながら極めたい）リーグの４つに分かれて
試合が行われ、雪上で熱い戦いが繰り広げられました。



まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

一般社団法人
庄原青年会議所

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

庄原を思い、庄原の発展を胸に

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治定住係（☎ 0824-73-1209）まで。
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ショット
な みま

父母より：
自分の芯を持って、元

気に大きくなってくだ

さい！！！

和わ

だ田　

茜あ
か
ね根

く
ん
（
三
日
市
町
）

Ｒ
４
年
９
月
４
日
生
ま
れ

　
●高野ジュニアスキークラブ

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

　高野ジュニアスキークラブは、小学生から中学生までの８人が在籍
し「スポーツによる青少年の健全育成」をモットーに活動しています。
　スキーシーズンには、土・日曜日にスキー場での練習に励み、各地
で開催される大会へ積極的に出場し「心技体」を磨いています。
　全国大会へ出場する県内トップアスリートから初心者までレベルは
さまざまですが、みんなでスキーを楽しんでいます。雪山の澄んだ空
気や美しい景色など、冬ならではの自然も堪能できます。
　興味のある人は、ぜひ一緒に滑りましょう。体験入部もできます。
お気軽に電話してください。

【連絡先】
日本スポーツ協会
公認スポーツ指導者
ＳＡＪ技術代表（ＴＤ）
ＳＡＪ公認Ａ級セッター
広島県スキー連盟
アルペン強化委員長
代表　前田賢治
☎ 090-9464-4814

　本年度庄原青年会議所は、伊
い と う

藤裕
ひ ろ き

樹理事長の掲げる「馳
は

せる」
というスローガンのもと、４つの基本方針を軸に活動していきます。
１、伝える伝わる共感する
２、こどもたちが自ら希望溢れるみらいを考えるために
３、思いを伝

で ん ぱ

播させる
４、思いを馳せる
　庄原青年会議所は、主に青少年育成・社会課題解決に対する事業
を行っており、庄原市に不足しているものや必要なものを考え、市
の発展に貢献できるよう、さまざまな活動に取り組んでいます。
　また庄原青年会議所では、共に庄原を思い、その発展に貢献する
志を持った仲間を募集しています。
　活動内容など詳しくは、公式 HP・Instagram・Facebook をご覧く
ださい。庄原に思いを馳せ、頑張ります！

問い合わせ　事務局（庄原商工会議所内）☎ 0824-72-2121

市 民 の ペ ー ジ

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）
に、名前（ふりがな）・住所・生
年 月 日・ 性 別・ 連 絡 先・ お 子 さ
んへのメッセージを添えて、行
政 管 理 課 ま た は
各 支 所 総 務 室 ま
で 申 し 込 ん で く
ださい。郵送、メ
ール（koho@city. 
shobara.lg.jp）で
も受け付けます。メールアドレス

お子さんの写真を
載せてみませんか？

板橋小学校 口和小学校

高野小学校

「地域探究・貢献活動編」
躍動する子どもたち！躍動する子どもたち！

　高野小学校は、地
域の特産品であるト
マト・大根・リンゴ
を学習材 料として、
総合的な学習を行っ
ています。
　本年度４年生は、

地域の特産品である「高野大根」の良さを多くの
人に知ってもらうことを目標に学習を進めました。
大根農家の人の指導を受けて栽培・収穫を行い、

「道の駅　たかの」で訪れた人に販売しました。販
売を担当した４年生の萩

は ぎ わ ら

原美
み づ き

月さんは「大根を全
部売り切ることができるように頑張った。皆さん
に大根を食べてもらって、高野町の良さをもっと
知ってもらいたい」と笑顔で話しました。
　高野小学校は、地元の特産品の栽培などを通じ
て、地域の人の思いやふるさとの良さを発見する
とともに、高野町の自然や地域に誇りを持つこと
ができるよう取り組みを進めています。

　このコーナーでは、隔月で市立学校の取り組みや
児童生徒の活動の様子を紹介します。

教育指導課指導係☎ 0824-73-1184

　板橋小学校は、６年
生が総合的な学習の時
間で、高齢化社会の福
祉の充実をテーマに、
高齢者理解のための体
験活動や調べ学習を行
いました。

　体験活動では、敷信自治振興センターで行われ
た「シルバーリハビリ体操（高齢者の介護予防を
目的に、健康寿命を延ばす体操）」に参加し、参
加者全員で交流を楽しみながら、健康の大切さに
ついて学びました。その他にも、誰でも気軽にで
きるスポーツ「ボッチャ」の体験も行いました。
　授業の総まとめとして、児童自身が地域の高齢
者の皆さんとの交流会を企画し、チラシ作成や運
営を行いました。
　交流会で地域の皆さんと触れ合いを楽しんだ児
童は「これからも地域のために活動したい」と話
しました。

　口和小学校は、６
年生が総合的な学習
の時間に「口和の歴
史調べ隊」として、
口和町の歴史や伝統
文化についての学習
を行っています。

　毎年、地域の人から学んだ「永
な が た

田田
で ん が く

楽」を学習
発表会で披露し、地域の文化を継承しています。
また、市文化財保護審議会委員の福

ふ く だ

田和
か ず の り

典さん（口
和町在住）から歴史や文化財について学んだり、
一緒にフィールドワークを行ったりしています。
これらの体験を通じて、興味を持ったテーマにつ
いて自分たちで調べ、学習を深めています。
　この学習を通じて、自分が暮らしている「ふる
さと口和町」の素晴らしさを感じるとともに、考
え方の手法を学び、これからの自分たちの生き方
に生かしていくよう活動を進めていきます。

シリーズシリーズ

西城中学校

　西城中学校は、地
域の協力を得て、自
分たちで開墾した畑

「西中 farm」で、大
根やトマトなどの野
菜を育てています。
　本年度 3 年生の総

合的な学習の時間では、育てた「西中産野菜」を
活用し、何か地域貢献ができないかと考え、社会福
祉協議会が運営するヒバゴン食堂と連携した地域
貢献活動を企画しました。企画の中では、ヒバゴン
食堂への西中産野菜の提供をはじめ、献立の提案、
広報活動として看板やのぼり旗の作成、住民告知
放送で流す原稿の作成など幅広く取り組みました。
　また野菜を提供したヒバゴン食堂は大盛況で、３
年生の多くがボランティアとして参加し、接客など
に尽力しました。西城中学校では、これからもさま
ざまな団体と協力しながら、地域への貢献活動に取
り組んでいきます。

広報しょうばら／ 2025.3　4 5　2025.3 ／広報しょうばら



卒業する６年生に学校の思い出を聞きました

永い歴史に幕を閉じる小学校

　

本
年
３
月
、
峰
田
小
学
校
と
粟
田
小
学
校

は
閉
校
と
な
り
、永
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
す
。

　

保
護
者
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
学

校
関
係
者
な
ど
「
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い

教
育
環
境
を
提
供
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
実

を
結
び
、
４
月
か
ら
峰
田
小
学
校
は
板
橋
小

学
校
へ
、
粟
田
小
学
校
は
東
城
小
学
校
へ
統

合
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

庄
原
市
立
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置

基
本
計
画
（
以
下　
基
本
計
画
）

　

基
本
計
画
は
、
平
成
30
年
１
月
に
策
定
し

た
計
画
で
、
少
子
化
に
伴
い
小
中
学
校
の
小

規
模
化
が
進
行
す
る
中
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
一
人
一
人
の
「
生
き
抜
く
力
」
を
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
良
い
教
育
環

境
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
１
月
に
は
、
基
本
計
画
の
見
直

し
を
行
い
、
当
初
予
定
し
て
い
た
統
合
時
期

を
延
期
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
や
地
域
と

よ
り
一
層
協
議
を
重
ね
、
計
画
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み

　

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
各
学
校

の
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ
学
校
の
適
正

規
模
・
適
正
配
置
の
重
要
性
や
必
要
性
に
つ

い
て
説
明
し
、
計
画
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い

て
、
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
峰
田
小
学
校
と
粟
田
小
学
校

で
は
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
議
を

重
ね
、
統
合
す
る
こ
と
に
合
意
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
４
月
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
学

び
舎
で
の
学
校
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
は
、
引
き
続
き
、
児
童
生

徒
に
と
っ
て
の
学
校
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
考
え
、
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

統
合
に
向
け
て

　

統
合
に
向
け
て
、
準
備
や
調
整
が
円
滑
に

行
わ
れ
る
よ
う
指
導
体
制
を
整
え
、
児
童
の

事
前
交
流
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
統
合
に
向
け
た
通
学
手
段
の
確
保

や
、
地
域
の
実
行
委
員
会
に
よ
る
閉
校
に
向

け
た
記
念
誌
作
成
に
対
す
る
支
援
も
行
っ
て

い
ま
す
。

児童や保護者、教員、地域の皆さんと作った人文字（令和６年10月撮影）

運動会で披露した全校一輪車

児童や保護者、教員、地域の皆さんと作った人文字（令和６年６月撮影）

運動会で披露した「舞KAGURA」

─ 峰田小学校 ─

３人で歩んだ学校生活

　峰田小学校の思い出は、修学旅行や三
さ ん べ

瓶合宿、給
食などいろいろあります。三瓶合宿では、カヌー体
験や天体観測など、普段できないことを体験できま
した。峰田小学校では、児童会活動を企画・運営し
たり、学校行事で代表で挨拶をしたり、さまざまな
経験ができました。これからもこの経験を生かして
いろいろなことに挑戦していきたいです。

─ 粟田小学校 ─

みんなとの思い出がいっぱい

　粟田小学校の 6 年間は、楽しかった思い出でいっ
ぱいです。地域の人とした田植えや稲刈り、運動会、
社会見学、全部楽しかったです。
　粟田小学校では、みんなで協力することや挑戦す
ること、自分で考えて行動することの大切さを学び
ました。これからも粟田小学校で学んだことを大切
に、自分たちの力を伸ばしていきたいです。

東城小学校で実施した事前交流 板橋小学校で実施した事前交流

小学校の適正配置～新たな学び舎へ～

①学校名　②創立　③児童数　④学級数 ※各学校とも特別支援学級数は含めない
（令和７年２月１日現在）

教育総務課学校管理係　☎0824-73-1186

①峰田小学校

②明治５年

③ 28 人

④３学級

①粟田小学校

②明治６年

③ 16 人

④３学級

粟田
小学校

峰田
小学校
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　１月 29 日、第４回芸備線再構築協議会幹事会が広島市で開催されました。　１月 29 日、第４回芸備線再構築協議会幹事会が広島市で開催されました。
　今回は、第 3 回の幹事会（12 月 25 日に実施）に引き続き、現在進められている芸備線の可能性を最大限追求　今回は、第 3 回の幹事会（12 月 25 日に実施）に引き続き、現在進められている芸備線の可能性を最大限追求
するための調査事業の進捗状況の報告のほか、今後取り組んでいく調査・実証事業について協議が行われました。するための調査事業の進捗状況の報告のほか、今後取り組んでいく調査・実証事業について協議が行われました。

～第４回芸備線再構築協議会幹事会～～第４回芸備線再構築協議会幹事会～
地域交通課芸備線対策係　☎0824-73-1171地域交通課芸備線対策係　☎0824-73-1171

主
な
内
容

　

事
務
局
か
ら
沿
線
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

や
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
始
ま
り
、
公
共
交
通
の
利

用
状
況
を
は
じ
め
、
地
域
の
現
状
や
将
来
の

見
通
し
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
芸
備
線
の

活
性
化
に
向
け
た
ア
イ
デ
ア
、
地
域
公
共
交

通
の
課
題
な
ど
の
聴
取
を
実
施
し
て
い
る
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
３
月
に
開
催
予
定
の
第
３
回
芸
備

線
再
構
築
協
議
会
で
の
報
告
に
向
け
、
こ
れ

ま
で
収
集
し
た
デ
ー
タ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
・
ヒ

ア
リ
ン
グ
結
果
を
総
合
的
に
分
析
し
て
い
く

ほ
か
、「
地
域
経
済
効
果
（
便
益
＋
地
域
へ

の
波
及
効
果
）」
の
試
算
な
ど
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
今
後
の
議
論
を
さ
ら
に
深
め
て

い
く
た
め
、来
年
度
取
り
組
ん
で
い
く
調
査
・

実
証
事
業
の
事
務
局
の
試
案
が
事
務
局
か
ら

示
さ
れ
、
第
３
回
協
議
会
に
向
け
て
、
事
務

的
な
調
整
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▼
３
月　

第
３
回
芸
備
線
再
構
築
協
議
会

①
調
査
事
業
の
中
間
報
告

市
の
意
見

　

市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
利

用
者
数
だ
け
で
は
表
せ
な
い
定
性
的
な
価

値
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
価
値
が
あ
る

の
か
、
そ
れ
を
調
査
・
実
証
事
業
を
通
じ

て
ど
う
評
価
す
る
の
か
を
議
論
し
、
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
前
回

幹
事
会
に
お
い
て
幹
事
長
か
ら
も
「
調
査

事
業
の
中
で
し
っ
か
り
と
議
論
し
、
確
認

す
る
」
と
の
発
言
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
る
と
思

う
が
、
事
務
局
主
導
で
議
論
の
場
を
設
置

し
て
い
た
だ
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
・
ヒ
ア
リ

ン
グ
か
ら
得
ら
れ
た
定
性
的
価
値
の
定
義

と
合
わ
せ
て
整
理
を
し
、
考
え
方
を
共
有

し
た
上
で
、
実
証
事
業
に
反
映
で
き
る
も

の
は
反
映
す
る
と
い
う
整
理
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

国
土
交
通
省
中
国
運
輸
局
の
意
見

　

前
回
申
し
た
と
お
り
、
定
性
的
価
値
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
は
調
査
事
業
の
中
で
文

書
と
し
て
と
り
ま
と
め
て
構
成
員
間
で
確

認
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

現
状
、
事
務
局
と
し
て
は
定
性
的
価
値

を
物
理
的
に
実
証
す
る
も
の
が
な
い
と
想

定
し
て
い
る
が
、
提
案
の
と
お
り
、
今
後

事
務
レ
ベ
ル
で
議
論
を
固
め
て
い
き
、
実

証
可
能
な
も
の
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

幹
事
会
で
の
市
の
意
見

②
実
証
事
業
の
検
討

市
の
意
見

　

全
構
成
員
が
確
認
の
下
、
ま
ず
は
芸
備

線
の
可
能
性
を
最
大
限
追
求
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
た
め
、
実
証
事
業
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
お
い
て
も
ダ
イ
ヤ
の
増

便
、
変
更
な
ど
に
最
大
限
協
力
い
た
だ
き

た
い
。

　

事
務
局
の
試
案
で
ダ
イ
ヤ
の
増
便
、
変

更
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て

は
、
自
治
体
か
ら
の
意
見
を
受
け
止
め
て

い
た
だ
き
、
次
回
の
協
議
会
の
資
料
に
記

載
す
る
か
判
断
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
意
見

　

芸
備
線
は
単
線
で
あ
り
、
上
下
行
き
違

い
が
可
能
な
駅
も
限
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、

福
塩
線
な
ど
へ
の
乗
入
れ
を
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

費
用
面
・
時
間
面
も
考
慮
し
、
効
率
的

に
実
施
が
可
能
な
の
か
を
含
め
、
構
成
員

と
議
論
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

国
土
交
通
省
中
国
運
輸
局
の
意
見

　

自
治
体
が
ダ
イ
ヤ
の
増
便
、
変
更
な
ど

を
実
施
し
た
い
と
い
う
考
え
が
あ
る
一

方
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
は
、
物
理
的
・
技
術

的
な
制
約
が
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、
実
施
期
間

の
長
さ
や
経
営
判
断
上
、
自
治
体
の
要
望

に
沿
っ
た
実
施
が
可
能
な
の
か
と
い
っ
た

問
題
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、

事
務
レ
ベ
ル
で
議
論
し
て
い
き
た
い
。

再
構
築
協
議
会
に
関
す
る　
　

対
応
な
ど
を
市
の
ホ
ー
ム　
　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

詳
し
い
内
容
や
当
日
の
資
料
は

中
国
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

ひとひとととひと まちひと まちととまちまちををつなぐ芸備線つなぐ芸備線 地方創生臨時交付金を活用した経済対策
物価高騰対応重点支援

企画課企画調整係　☎0824-73-1128

　国の「国民の安心・安全と持続的な成長に向けた総合経済対策」において、エネルギー・食料品価格などの
物価高騰の影響を受けた生活者や事業者を支援する目的で「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」が追
加で予算化されました。この交付金を活用し、低所得世帯の生活支援と市民生活や市内事業者の経済活動の維
持を図るため、次の新たな経済対策を実施します。

子育て世帯支援臨時給付金子育て世帯支援臨時給付金

障害福祉・介護サービス事業所運営法人等物価高騰対策支援金障害福祉・介護サービス事業所運営法人等物価高騰対策支援金

タタクシー事業者運行継続支援奨励金クシー事業者運行継続支援奨励金

生活者支援

事業者支援

事業者支援

　エネルギー・食料品価格などの物価高騰の影響を
受ける子育て世帯に対して臨時給付金を支給しま
す。（令和６年度実施「庄原市低所得世帯臨時生活
支援金」の支給対象者を除く）
■対象者
①令和６年 12 月分の児童扶養手当の支給対象とな
　る児童（高校生まで）を養育する当該手当受給者
②令和６年 12 月分の児童手当支給対象（公務員を
　含む）となる児童（高校生まで）を養育する当該

　報酬などが公的制度により決定される障害福祉・介
護サービス事業を運営する市内の法人などに対し、エ
ネルギー・食料品価格などの物価高騰に伴う負担増の
一部を支援します。
■対象者
市内の障害福祉・介護サービス事業所運営法人など
■補助額
事業所数および利用定員を基に算出します。

【施設割】入所系・通所系　利用定員×１万円
　　　　 訪問系・相談系　事業所× 10 万円

　市民の重要な移動手段であるタクシーを営業する
事業者の事業継続を支援し、市民生活の安定を図る
ため、エネルギーなどの物価高騰に伴う負担増の一
部を支援します。
■対象者
市内に本社または営業所を置くタクシー事業者

手当受給者 （所得制限あり）
■給付金　
①児童１人当たり２万円
②児童１人当たり１万円
■支給時期
４月以降の支給となります。
詳しくはホームページをご確認ください。

【問い合わせ】
児童福祉課児童福祉係　☎ 0824-73-1192

【物価高騰分】
入所系　利用定員× 4,600 円
通所系　利用定員× 2,300 円
訪問系・相談系　事業所×３万円

【問い合わせ】
社会福祉課障害者福祉係　☎ 0824-73-1210
高齢者福祉課介護保険係　☎ 0824-73-1167

■奨励金
【事業者割・台数割】
１事業者当たり　３万円
タクシー１台当たり　７万円

【物価高騰（燃料費）】
タクシー１台当たり　５万４千円

【問い合わせ】
地域交通課地域交通係　☎ 0824-73-1156

詳しくは
こちら

障害福祉サービス

介護サービス

詳しくは
こちら

広報しょうばら／ 2025.3　8 9　2025.3 ／広報しょうばら



　　　庄原警察署からのお知らせ

庄原警察署☎0824-72-0110

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と　
　

運
転
免
許
証
が
一
体
化

　

令
和
７
年
３
月
24
日
施
行
の
改

正
道
路
交
通
法
に
よ
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
運
転
免
許
証
と

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
特
定

免
許
情
報
を
記
録
し
た
「
マ
イ
ナ

免
許
証
」
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

免
許
証
は
選
べ
る
３
パ
タ
ー

ン
に
な
り
ま
す

　

３
月
24
日
以
降
、
運
転
免
許
の

保
有
方
法
と
し
て

▼
免
許
証
の
み
（
従
来
の
免
許
証

　

の
ま
ま
）

▼
マ
イ
ナ
免
許
証
の
み
（
免
許
証

　

は
返
納
）

▼
免
許
証
と
マ
イ
ナ
免
許
証
の
２

　

枚
持
ち

の
３
パ
タ
ー
ン
が
選
べ
ま
す
。

　

保
有
方
法
の
変
更
は
、
免
許
更

新
時
以
外
で
も
可
能
で
す
。

マ
イ
ナ
免
許
証
の
メ
リ
ッ
ト

①
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
の
変

更
は
自
治
体
に
届
け
出
る
だ
け
で

完
了

　

引
っ
越
し
な
ど
を
し
た
際
に
、

市
役
所
と
警
察
署
の
両
方
で
変
更

手
続
き
を
す
る
必
要
が
な
く
な
り

ま
す
。

②
免
許
更
新
の
際
に
オ
ン
ラ
イ
ン

講
習
が
受
講
可
能

　

優
良
運
転
者
講
習
、
一
般
運
転

者
講
習
の
人
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
、
24
時
間
好

き
な
時
に
、
好
き
な
場
所
で
講
習

を
受
講
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
違
反
運
転
者
講
習
、

高
齢
運
転
者
講
習
の
人
は
対
象
外

で
す
。

③
更
新
手
数
料
が
安
い

　

マ
イ
ナ
免
許
証
は
免
許
証
と
比

べ
て
更
新
手
数
料
が
安
く
な
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
２
枚
持
ち
で
更
新
す

る
場
合
は
手
数
料
が
高
く
な
り
ま

す
。マ

イ
ナ
免
許
証
の
注
意
事
項

▪
マ
イ
ナ
免
許
証
に
は
、
免
許
種  

　

別
、
免
許
の
有
効
期
限
な
ど
が

　

記
載
さ
れ
な
い
た
め
、　

免
許

　

情
報
を
専
用
の
読
み
取
り
ア
プ

　

リ
で
確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま

　

す
。

▪
マ
イ
ナ
免
許
証
に
も
携
帯
・
提

　

示
義
務
が
あ
り
ま
す
。

▪
マ
イ
ナ
免
許
証
に
す
る
に
は
、

　

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
や
警
察
署

　

な
ど
で
手
続
き
が
必
要
に
な
り

　

ま
す
。　

な毎日のためにな毎日のために

　子育て支援センターを
　　　　　　　　　ご利用ください

ほのぼのネット☎0824-73-1214

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
家
庭
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
気
軽

に
集
い
、
交
流
が
で
き
る
場
で
す
。

　

市
は
、
各
地
域
に
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
皆
さ
ん
の
子
育
て
を

応
援
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

地域 支援センター名 連絡先 開設日時

庄
原

庄原
西本町2-12-8
☎0824-75-0222

（FAX兼）

月～日曜日
（祝日を除く）
９時30分～16時

ジョイフル
西本町2-19-1

（ジョイフル１階）
☎0824-72-7205

月・水～日曜日
９時30分～16時

田川 濁川町43-9
☎0824-72-3303

月～金曜日
第３土曜日

（祝日を除く）
９時30分～16時

西
城 西城

西城町大佐741-1
（ウイル西城１階）
☎090-8067-1943

火・木曜日
（祝日を除く）
９時～12時
13時～15時30分

東
城

東城
東城町川東1371-1

（こどもの館内）
☎08477-2-0160

月～金曜日
（祝日を除く）
９時30分～12時
13時～15時30分

小奴可
東城町小奴可2530-1

（小奴可こども園内）
☎08477-5-0031

月～土曜日
（祝日を除く）
９時～17時

帝釈 東城町帝釈未渡2021
☎08477-6-0505

火・水・金曜日
（祝日を除く）
９時30分～15時30分

地域 支援センター名 連絡先 開設日時

口
和 口和

口和町永田415-4
（口和老人福祉セン
ター内）
☎0824-89-7070

月・水・木曜日
（祝日を除く）
９時～12時
13時～15時

高
野 高野

高野町新市1150-1
（高野保健福祉セン
ター内）
☎090-4198-8575

火曜日
（祝日を除く）
９時～12時
13時～15時

比
和 比和

比和町比和535-1
（比和保育所内）
☎0824-85-2608

金曜日
（祝日を除く）
９時～12時
13時～15時

総
領 総領

総領町下領家71
（総領保育所内）
☎090-3634-0353

火・木曜日
（祝日を除く）
９時～12時
13時～15時

※子育て支援センターの開所日時が変更と
　なる場合があります。詳しくは各センタ
　ーの連絡先へ問い合わせください。

縦覧のお知らせ縦覧のお知らせ
土地・家屋の評価額などの土地・家屋の評価額などの

税務課資産税係☎0824-73-1144税務課資産税係☎0824-73-1144

収納課収納係☎0824-73-1511

　次の期間で、令和 7 年度の固定資産縦覧帳簿を確認することができます。これは、納税者の皆さんが自己
の所有する土地・家屋の評価額を、縦覧帳簿に記載されている他の土地・家屋と比較できる制度です。
　なお、自己の所有する固定資産の課税明細は、５月９日㈮に発送予定の固定資産税納税通知書と課税明細書
で確認できます。

縦　覧　期　間　４月１日㈫～６月２日㈪ （土・日曜日、祝日を除く ) 

縦　覧　場　所　税務課または各支所市民生活係

縦覧できるもの　①土地価格等縦覧帳簿（所在地、地番、地目、地積、評価額）

　　　　　　　　②家屋価格等縦覧帳簿（所在地、家屋番号、種類、構造、床面積、評価額）

縦 覧 で き る 人　①固定資産税（土地 ･ 家屋）の納税者本人、またはその同居の家族

　　　　　　　　②納税者の同意書または委任状を持参する人

　　　　　　　　③納税管理人

　　　　　　　　④法人の場合は代表者またはその委任を受けた人

　　　　　　　　⑤法定代理人

必  要  な  も  の　 マイナンバーカードや運転免許証、健康保険証などの本人確認書類

軽自動車税種別割は、４月１日に車両を所有している人に課税されます軽自動車税種別割は、４月１日に車両を所有している人に課税されます

軽自動車税種別割を口座振替で納付した人の納税証明書軽自動車税種別割を口座振替で納付した人の納税証明書

　軽自動車を「廃棄した」「譲った・譲られた」「購入した」「買い替えた」など変更があった場合は、早めに必要
な手続きを行ってください。
　なお、公道を走行していない、保管しているだけで運転していない、廃車予定ではあるがまだ持っているなど
の状態でも所有している限り廃車の手続きはできません。
　また、廃車の申告をした後、引き続き所有していることが判明した場合はさかのぼって課税を行います。

　令和５年１月から軽自動車税納付確認システム「軽ＪＮＫＳ」が導入され、継続検査（車検）時に納税証明
書の提示が原則不要となりました。これに伴い、令和７年度以降に口座振替を利用した人への納税証明書の送
付は廃止します。ただし、２輪の小型自動車（総排気量 250cc 超）は令和７年４月からの対象となるため、経
過措置として従来通り６月に送付します。

廃
車
手
続
き

前
所
有
者
か
ら
新
所

有
者
へ
譲
渡
手
続
き

令和６年３月15日 令和６年４月１日

令和６年度
基準日

令和７年度
基準日

令和７年４月１日 令和７年４月10日

前
所
有
者

新
所
有
者

令和７年４月10日まで前所有者が所有してい
ることが判明したため、令和６・７年度分の軽
自動車税を課税（前所有者へ）

【例】

広報しょうばら／ 2025.3　10 11　2025.3 ／広報しょうばら
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１
月
29
日
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
ハ
ピ
ネ
ス
ヒ

ル
」
で
、入
居
し
て
い
る
希
望
者
を
対
象
に
、

市
が
委
託
し
た
行
政
書
士
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
申
請
支
援
を
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
広
島
県
行
政
書
士
会
に
所
属
す

る
行
政
書
士
が
施
設
を
訪
問
し
、 

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
希
望
す
る
入
居
者

へ
、 

顔
写
真
の
撮
影
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
支
援
し
ま
し

た
。

　

支
援
を
受
け
た
入
居
者
は
「
保
険
証
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
、
カ
ー
ド
を
取
得
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
が 

ど
う
や
っ
て
申
請
す
れ
ば
い
い
の

か
分
か
ら
ず
困
っ
て
い
た
。
無
事
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
て
安
心
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　

作
成
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

行
政
書
士
が
市
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
た

後
、
申
請
者
に
届
け
ま
す
。

　

市
は
、
今
後
も
希
望
す
る
人
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
や
す
い
環
境
を
整

え
、
利
便

性
を
高
め

る
取
り
組

み
を
進
め

て
い
き
ま

す
。

　

買い物を想定したやり取りを行う庄原小の児童

英語でコミュニケーションをとる庄原中の生徒

　

市
教
育
委
員
会
は
、
児
童
生
徒

が
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
と

の
交
流
を
通
し
て
、
英
語
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
希
望
日
に
学

校
へ
複
数
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
派
遣
す
る

「
Ａ
Ｌ
Ｔ
複
数
配
置
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
市
内
11
校
で
最
大

６
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
学
校
を
訪
れ
、
児

童
生
徒
と
授
業
内
外
で
、
英
語
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
店
員
役

と
な
り
、
買
い
物
の
場
面
を
想
定
し

た
や
り
取
り
を
行
っ
た
り
、
児
童
自

身
が
住
ん
で
い
る
地
域
を
英
語
で
紹

介
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、
日
本
の
お
す
す
め

の
場
所
や
尊
敬
す
る
人
物
を
Ａ
Ｌ
Ｔ

英語力の向上を目指して
外国語教育推進のためのＡＬＴ複数配置を実施

教育
指導課

　

市
地
域
ケ
ア
推
進
会
議
地
域
部
会
ワ
ー
キ
ン
グ
会

議
の
メ
ン
バ
ー
が
、
サ
ロ
ン
や
デ
イ
ホ
ー
ム
な
ど
地

域
の
集
ま
り
場
の
魅
力
を
発
信
す
る
カ
ル
タ
・
ポ
ス

タ
ー
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
は
、
市
職
員
の
ほ
か
、
サ
ロ
ン

の
世
話
人
や
自
治
振
興
区
の
地
域
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社

会
福
祉
協
議
会
職
員
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
、
高

齢
者
の
活
躍
を
支
援
す
る
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
人
と
人
、
人
と
地
域
が
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
、
集
ま

り
場
の
魅
力
を
発
信
す
る
も
の
を
作
り
た
い
と
、
２

年
前
か
ら
検
討
を
重
ね
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ

ン
や
句
を
考
え
、
絵
を
描
き
、
一
か
ら
手
作
り
で
カ

ル
タ
な
ど
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

カ
ル
タ
に
は
「
寄
っ
て
み
て　

あ
な
た
が
来
れ
ば

皆
う
れ
し
」「
少
し
だ
け　

勇
気
を
出
し
て　

初
参

加
」
な
ど
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
と
、
交
流

す
る
こ
と
の
楽
し
さ
が
詰
め
込
ま
れ
た
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
坂さ

か
も
と本
節せ

つ
こ子
さ
ん
は
「
メ
ン
バ
ー
の
思

い
が
詰
ま
っ
た
分
か
り
や
す
い
カ
ル
タ
が
で
き
た
。

サ
ロ
ン
で
も
使
い

た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

カ
ル
タ
は
、
高

齢
者
福
祉
課
（
各

支
所
地
域
振
興

室
）
を
は
じ
め
、

市
社
会
福
祉
協
議

会
、
各
自
治
振
興

セ
ン
タ
ー
で
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。

集まり場の魅力を伝えるカルタを作成
市地域ケア推進会議地域部会ワーキングの取り組み

高齢者
福祉課

参加者全員で記念撮影

　

１
月
26
日
、ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森
ス
キ
ー

場
で
、令
和
６
年
度
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー

ツ
教
室
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
し
、小
学
生
か

ら
大
人
ま
で
56
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
庄
原
市
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
、参
加
者
は
自
分
の
レ

ベ
ル
に
あ
っ
た
ク
ラ
ス
（
初
心
者
・
初
級
・

中
級
・
上
級
）に
分
か
れ
、講
師
か
ら
ス
キ
ー

の
基
本
・
競
技
技
術
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、雪
に
恵
ま
れ
、最
高
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、参
加
者
は
楽
し
そ
う

に
滑
走
し
て
い
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
実
技
指
導
の
ほ
か
に
も
、参
加

者
全
員
で
一
緒
に
カ
レ
ー
を
食
べ
た
り
、会

話
を
楽
し
ん
だ
り
と
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者

は
「
ス
キ
ー

が
う
ま
く
滑

れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」「
す

ご
く
速
く
滑

る
こ
と
が
で

き
て
、
面
白

か
っ
た
」な

ど
の
声
が
多

く
聞
か
れ
、

楽
し
い
ス

キ
ー
教
室
と

な
り
ま
し

た
。

スキーの腕前がみるみる上達
庄原市レベルアップスポーツ教室　スキー教室

生涯
学習課

令和７年度障害者外出支援券の交付が始まります
～受け付けは３月 24 日㈪から～

社会福祉課障害者福祉係☎0824-73-1210
　

市
は
、障
害
の
あ
る
人
の
社
会

参
加
を
促
進
す
る
た
め
、要
件
に

該
当
す
る
人
に
障
害
者
外
出
支
援

券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
外
出
支
援
券
は
、「
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
」と
「
自
動
車
燃
料

助
成
券
」の
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、障
害
者
外
出
支
援
券
が

使
用
で
き
る
の
は
、４
月
１
日
㈫

か
ら
で
す
。

※
交
付
を
受
け
た
後
、年
度
途
中

の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
券

交
付
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、次
の
①

～
③
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
４
級

②
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
・
Ⓑ

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　

級
・
２
級

支
給
額

年
間
２
万
１
６
０
０
円

自
動
車
燃
料
助
成
券

交
付
対
象
者

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
対
象

者
を
満
た
す
人
で
、自
動
車
運
転

免
許
証
を
所
持
し
て
い
な
い
人
、

か
つ
、次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

①「
自
動
車
運
転
免
許
を
所
持
し
、

　

か
つ
、
自
家
用
車
を
所
有
す
る

　

同
居
者
」
が
い
る
人

②
本
人
名
義
の
自
家
用
車
を
所
有

　

す
る
人
、
ま
た
は
自
動
車
運
転

　

免
許
を
所
持
し
な
い
同
居
者
名

　

義
の
自
家
用
車
に
乗
車
す
る
人

③
市
内
の
障
害
者
や
高
齢
者
な
ど

　

の
施
設
に
入
所
（
住
所
設
定
）

　

し
、
入
所
前
の
世
帯
に
「
自
動

　

車
運
転
免
許
を
所
持
し
、か
つ
、

　

自
家
用
車
を
所
有
す
る
人
」
が

　

い
る
人

※
交
付
対
象
者
①
・
②
中
の
「
同

居
者
」
と
は
、
住
民
基
本
台
帳
で

同
一
世
帯
の
人
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。

支
給
額

年
間
１
万
４
４
０
０
円

申
請
に
必
要
な
書
類

▪
手
帳

▪
車
検
証
の
写
し
（
自
動
車
燃
料

　

助
成
券
を
希
望
す
る
人
で
、
交

　

付
対
象
者
②
に
該
当
す
る
人
の

　

み
）

申
請
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室

作成したカルタ

スマートフォンで手続きを支援する行政書士

マイナンバーカードの取得しやすい環境を目指して
行政書士によるマイナンバーカード取得申請支援

企画課

に
紹
介
し
た
後
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
か
ら
の
質

問
に
答
え
、
さ
ら
な
る
情
報
を
付
け

加
え
て
会
話
を
続
け
る
な
ど
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
の
即
興
的
な
や
り
取
り
を
行
い

ま
し
た
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
英
語
で
会
話
し
た
児
童

生
徒
は
「
最
初
は
少
し
緊
張
し
た
け

ど
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
と
英
語
で
た
く

さ
ん
話
す
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」「
お
す
す
め
の
場
所
を
紹
介
し

た
ら
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
が
『
行
っ
て

み
た
い
』
と
言
っ
て
く
れ
た
の
が
う

れ
し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
は
、
今
後
も
英
語

を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
充
実
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
英

語
力
の
向
上
や
、
英
語
を
学
ぶ
楽
し

さ
を
実
感
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。



市制施行 20 周年特集

新庄原市誕生
（平成17年3月）

庄原市制施行10周年記念式典
（平成27年10月）

敷信みのり保育所竣工
（平成19年3月）

市役所新庁舎完成
（平成21年３月）

里山の駅庄原　ふらりオープン
（平成30年３月）

比婆いざなみ街道マラニック2017
（平成29年10月）

こども未来広場竣工
（令和元年７月）

松江自動車道開通・道の駅たかの
オープン（平成25年3月）

「こまわりくん」運行開始
（平成24年４月）

オープンガーデンスタート
（平成23年５月）

西城保育所竣工
（令和２年３月）

比婆牛振興に関する協定締結
（平成26年７月）

庄
原
市
制
施
行

庄
原
市
制
施
行
2020
周
年
周
年

　

平
成
17
年
３
月
31
日
、
庄
原
市
・
西
城
町
・
東
城
町
・
口
和
町
・
高

野
町
・
比
和
町
・
総
領
町
の
１
市
６
町
が
１
つ
に
な
り
、
新
庄
原
市
が

誕
生
し
ま
し
た
。
本
年
３
月
31
日
で
新
市
誕
生
か
ら
20
年
。
令
和
７
年

度
は
、
市
制
施
行
20
周
年
の
記
念
の
年
で
す
。

　

今
回
は
、
主
に
広
報
し
ょ
う
ば
ら
に
掲
載
し
た
過
去
20
年
の
出
来
事

を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

月
庄
原
市
の
主
な
出
来
事

３
１
市
６
町
の
合
併
に
よ
り
、新
庄
原
市
誕
生

４
初
代
庄
原
市
長
に
滝
口
季
彦
氏
が
就
任

９
合
併
記
念
式
典
開
催

12
高
野
で
積
雪
１
６
６
セ
ン
チ
を
記
録

３
県
立
広
島
大
学
と
包
括
的
連
携・協
力
協
定
締
結

３
東
城
保
育
所
竣
工

４
田
総
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
全
面
オ
ー
プ
ン

７
記
録
的
な
豪
雨
災
害
が
発
生

８
市
の
花（
桜
）、市
の
木（
ブ
ナ
）制
定

１
長
期
総
合
計
画
策
定

３
敷
信
み
の
り
保
育
所
竣
工

４
上
野
総
合
公
園
エ
リ
ア
拡
大
オ
ー
プ
ン

４
庄
原
共
同
調
理
場
竣
工・庄
原
中
学
校
完
全
給
食
開
始

１
超
高
速
情
報
通
信
網
整
備
事
業
方
針
決
定

２
東
城
小
学
校
新
校
舎・共
同
調
理
場
竣
工

３
谷
繁
元
信
さ
ん
に
市
民
栄
誉
賞
授
与

７
あ
づ
ま
蔓
振
興
会
設
立・比
婆
牛
振
興
に
関
す
る
協
定
締
結

８
西
田
篤
史
さ
ん
庄
原
ふ
る
さ
と
大
使
に
就
任

１
金
藤
理
絵
さ
ん
に
ふ
る
さ
と
功
労
賞
授
与

８
道
の
駅
た
か
の
１
０
０
万
人
達
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

８
比
婆
い
ざ
な
み
街
道
物
語
策
定

10
庄
原
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典

11
庄
原
小
学
校
校
舎
改
築
工
事
完
了

３
第
２
期
長
期
総
合
計
画
策
定

６
比
婆
牛
が
地
域
団
体
商
標
に
登
録

10
金
藤
理
絵
さ
ん
に
市
民
栄
誉
賞
授
与

10
秋
巡
業
大
相
撲
庄
原
場
所

10
書
籍「
日
本
誕
生
の
女
神
」発
刊

２
小
児
科
診
療
所
等
の
運
営
に
関
す
る　
　
　
　
　

基
本
協
定
調
印
式

４
庄
原
市
長
に
木
山
耕
三
氏
が
再
選

９
国
営
備
北
丘
陵
公
園
北
エ
リ
ア
の
愛
称　
　
　

「
里
山
の
駅
庄
原　
ふ
ら
り
」選
定

10
比
婆
い
ざ
な
み
街
道
マ
ラ
ニ
ッ
ク
２
０
１
７

11
庄
原
市
が
地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念　
　
　

総
務
大
臣
表
彰
受
賞

12
道
の
駅
た
か
の
２
０
０
万
人
達
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

１
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
竣
工

３
国
営
備
北
丘
陵
公
園
北
入
口
エ
リ
ア　
　
　
　

「
里
山
の
駅
庄
原　
ふ
ら
り
」オ
ー
プ
ン

４
庄
原
赤
十
字
病
院
で
産
科
医
療
が
再
開

５
比
和
温
泉
施
設
あ
け
ぼ
の
荘・高
齢
者
冬
期
安
心

住
宅
オ
ー
プ
ン

６
小
児
科
診
療
所・病
児
病
後
児
保
育
施
設
竣
工

７
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
発
生

10
い
ざ
な
み
ッ
ク
２
０
１
８

10
庄
原
市
斎
場「
和
の
丘
」落
成
式

３
金
藤
理
絵
さ
ん
を
庄
原
市
ス
ポ
ー
ツ
大
使
に
任
命

７
庄
原
市
こ
ど
も
未
来
広
場
竣
工

９
比
婆
牛
が
地
理
的
表
示
保
護
制
度（
Ｇ
Ｉ
）登
録

11
い
ざ
な
み
ッ
ク
２
０
１
９

11
市
と
㈱
ウ
ッ
ド
ワ
ン
が「
庄
原
材
活
用
の
た
め
の

連
携
協
定
」締
結

11
日
本
郵
政
㈱
か
ら「
か
ん
ぽ
の
郷
庄
原
」譲
渡
打
診

２
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
設
置

３
西
城
保
育
所
竣
工

３
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

市
内
の
小
中
学
校
な
ど
を
臨
時
休
業

４
庄
原
観
光
推
進
機
構（
庄
原
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）設
立

10
道
の
駅
た
か
の
３
０
０
万
人
達
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

11
交
通
交
流
施
設（
備
後
庄
原
駅
舎
）・備
後
庄
原
駅

前
ロ
ー
タ
リ
ー
供
用
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー

１
市
役
所
新
庁
舎
着
工

４
国
営
備
北
丘
陵
公
園
北
入
口
オ
ー
プ
ン

４
西
城・高
野
学
校
給
食
共
同
調
理
場
ス
タ
ー
ト

５
ク
ラ
ス
タ
ー
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

３
庄
原
市
役
所
新
庁
舎
竣
工

４
庄
原
市
長
に
滝
口
季
彦
氏
が
再
選

５
総
合
体
育
館
入
館
者
１
０
０
万
人
達
成

７
三
楽
荘
取
得

９
市
民
ひ
ろ
ば
完
成

４
東
城
ま
ち
な
か
交
流
施
設「
え
び
す
」オ
ー
プ
ン

４
紅
梅
通
り
三
軒
茶
屋
オ
ー
プ
ン

５
街
道
東
城
路
が
夢
街
道
ル
ネ
サ
ン
ス
に
認
定

６
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
キ
ョ
ロ
や
ま
く
ん
」誕
生

７
庄
原
市
豪
雨
災
害
発
生

７
庄
原
焼
き
誕
生

１
月
に
１
度
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
ス
タ
ー
ト

１
三
楽
荘
が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

４
刀
匠
の
久
保
善
博
さ
ん
に
市
民
栄
誉
賞
授
与

５
初
の
さ
と
や
ま
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
実
施

12
庄
原
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
制
定

３
庄
原
中
学
校
新
校
舎
完
成

４
国
営
備
北
丘
陵
公
園
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

４
一
般
社
団
法
人
庄
原
市
観
光
協
会
設
立

４
総
領
地
域
で「
こ
ま
わ
り
く
ん
」運
行
開
始

７
久
岡
昇
さ
ん
に
市
民
栄
誉
賞
授
与

10
石
原
和
幸
さ
ん
が
庄
原
市
ふ
る
さ
と
大
使
に
就
任

２
東
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー・東
城
文
化
ホ
ー
ル
が
完
成

３
松
江
自
動
車
道
開
通・道
の
駅
た
か
の
オ
ー
プ
ン

４
庄
原
市
長
に
木
山
耕
三
氏
が
就
任

４
林
英
哲
さ
ん
に
市
民
栄
誉
賞
授
与

７
比
婆
道
後
帝
釈
国
定
公
園
指
定
50
年

11
庄
原
い
ち
ば
ん
基
本
計
画
策
定

　
庄
原
市
20
年
の
歩
み

平成17年平成20年 年平成18年平成21年 平成19年平成22年平成23年平成24年平成25年

平成26年平成29年 平成27年平成30年 平成28年令和元年・平成31年令和２年
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住
民
告
知
端
末
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

の
フ
レ
ッ
ツ
光
回
線
を
活
用
し
、
災
害

な
ど
の
緊
急
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

行
政
情
報
を
音
声
で
お
伝
え
す
る
も
の

で
す
。
現
在
、
市
内
の
約
１
万
7
百
以

上
の
世
帯
・
事
業
所
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

市
か
ら
の
情
報
の
ほ
か
、
自
治
振
興

区
や
自
治
会
、
消
防
署
、
警
察
署
か
ら

の
ペ
ー
ジ
ン
グ
放
送
、
ラ
ジ
オ
放
送
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
住
民
告
知
端
末
の
便
利
な

機
能
や
、
故
障
し
た
際
の
問
い
合
わ
せ

先
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

住
民
告
知
端
末
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

住
民
告
知
端
末
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

こ
ん
な
お
知
ら
せ
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す

放
送
内
容（
定
時
放
送
）は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
　
　

確
認
で
き
ま
す

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら

住
民
告
知
端
末
・
光
回
線

の
各
種
手
続
き

▼
災
害
な
ど
の
緊
急
情
報
（
最
大
音
量
）

　

避
難
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
る
情

報
、
災
害
予
知
情
報
な
ど
を
最
大
音
量
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
定
時
放
送
・
臨
時
放
送

　

市
役
所
開
庁
日
の
20
時
と
翌
日
の
６
時

30
分
に
、
市
か
ら
の
情
報
（
定
時
放
送
）

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

▼
ペ
ー
ジ
ン
グ
放
送

　

消
防
署
・
警
察
署
か
ら
の
啓
発
や
、
自

治
振
興
区
、
自
治
会
、
小
中
学
校
か
ら
の

行
事
の
開
催
・
中
止
な
ど
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▼
ラ
ジ
オ
放
送

　

住
民
告
知
端
末
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
切
り

替
え
る
こ
と
で
、
ラ
ジ
オ
放
送
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

定
時
放
送（
全
域
）で
放
送
し
た
内
容
を
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
庄
原
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も

確
認
で
き
ま
す
。リ
ッ
チ
メ
ニ
ュ
ー
の「
広

報
」
→
「
告
知
放
送
」
の
順
に
タ
ッ
プ
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
放
送
が
聞
け
な
い

　

リ
セ
ッ
ト
作
業
を
す
る
こ
と
で
、
改
善

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
住
民
告
知
端
末

と
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
黒

い
機
械
）
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
き
差
し
し

て
く
だ
さ
い
。

　

リ
セ
ッ
ト
作
業
を
し
て
も
改
善
し
な
い

場
合
は
庄
原
市
行
政
総
合
受
付
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
０
０
‐
２
０
０
‐
２
８
６
８
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
告
知
端
末
の
ツ
マ
ミ
が
壊
れ
た

　

行
政
管
理
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
替
え
の
ツ
マ
ミ

を
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
故
障
受
付
（
☎

０
１
２
０
‐
２
４
８
‐
９
９
５
）
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

住
民
告
知
端
末
と
光
回
線
そ
れ
ぞ
れ
手

続
き
が
必
要
で
す
。

▼
住
民
告
知
端
末
・
光
回
線
の
新
規
設
置

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
フ
レ
ッ
ツ
光
回
線
を

設
置
す
る
こ
と
で
、
住
民
告
知
端
末
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
フ
レ
ッ
ツ
光

回
線
を
利
用
す
る
際
に
は
、
住
民
告
知
端

末
に
ぜ
ひ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
告
知
端
末
・
光
回
線
の
設
置
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
行
政
管
理
課
ま
た
は
各

支
所
地
域
振
興
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
フ
レ
ッ
ツ
光
回
線
設
置
工
事
費
の
補
助

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
住
民
告
知
端
末
は
フ
レ
ッ
ツ
光
以
外
の

回
線
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
住
民
告
知
端
末
の
移
転
・
使
用
中
止

　

行
政
管
理
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

室
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、
届
出
書
を
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

▪
移
転

　

告
知
端
末
を
、
ご
自
身
で
移
転
先
に
お

持
ち
い
た
だ
き
、
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
使
用
中
止

　

住
民
告
知
端
末
を
市
へ
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
光
回
線
の
移
転
・
使
用
中
止

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
島
根
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
０
０
‐
２
０
０
‐

３
４
９
９
）
に
電
話
し
、
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

住民告知端末をご利用ください

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係　
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

NHK第１NHK第１

中国放送中国放送
チャンネルチャンネル

音量音量

市制施行 20 周年特集

「つなぐ棚田遺産」認定
（令和４年３月）

口和小学校開校
（令和３年４月）

帝釈峡記念事業スタート
（令和５年４月）

庄原市民会館・庄原自治振興セン
ター改修工事完了（令和５年３月）

令和３年令和４年令和５年令和６年

３
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
カ
ー
ド「
い
ざ
な
み
カ
ー
ド

（
な・み・か
）」の
利
用
が
市
内
全
域
で
ス
タ
ー
ト

３
西
城
小
学
校
子
育
て
支
援
施
設
竣
工

３
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
が「
国
産
ジ
ビ
エ
認
証
」取
得

４
口
和
小
学
校
開
校

４
庄
原
市
長
に
木
山
耕
三
氏
が
再
選

７
森
林
体
験
交
流
施
設（
森
林
の
学
舎・比
和
）整
備

11
芸
備
線
カ
ー
プ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
運
行
開
始

12
か
ん
ぽ
の
郷
庄
原
を
取
得
し
愛
称
を　
　
　
　
　

「
桜
花
の
郷 

ラ・フ
ォ
ー
レ
庄
原
」決
定

３
比
和
町
三
河
内
の
棚
田
が「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」認
定

４
桜
花
の
郷 

ラ・フ
ォ
ー
レ
庄
原
オ
ー
プ
ン

６
新
焼
却
施
設「
備
北
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」完
成

７
西
田
篤
史
さ
ん・松
本
裕
見
子
さ
ん
を　
　
　
　

庄
原
市
ジ
ビ
エ
大
使
に
任
命

11
㈱
ウ
ッ
ド
ワ
ン・㈱
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ン
と　
　
　

立
地
協
定
締
結

３
庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
設
立

３
庄
原
小
学
校
子
育
て
支
援
施
設
完
成

３
庄
原
市
民
会
館・庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
大
規
模

改
修
工
事
が
完
了

４
国
の
名
勝
指
定
１
０
０
年・国
定
公
園
指
定
60
年

帝
釈
峡
記
念
事
業
ス
タ
ー
ト　

５
庄
原
市
民
会
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
芸
備
線（
広
島
‐
備
後
庄
原
駅
間
）開
業
１
０
０
周

年
記
念　
第
22
回
庄
原
駅
前
フ
ェ
ス
タ

11
国
の
名
勝
指
定
１
０
０
年・国
定
公
園
指
定
60
年

帝
釈
峡
マ
ラ
ニ
ッ
ク
大
会　

３
第
１
回
芸
備
線
再
構
築
協
議
会

４
㈱
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ン
庄
原
工
場
竣
工

９
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
留
学
事
業「
お
試
し
留
学
」

開
始

11
第
１
０
０
回
広
島
県
畜
産
共
進
会
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

11
い
ざ
な
み
ッ
ク
２
０
２
４

　市は、市制施行20周年を迎えるにあたり10周年と同様に、各種団体に参画いただ
く中で、多くの市民の皆さんに参加していただけるような記念行事を実施したいと
考えています。
　記念行事では、本市のこれまでの歩みや魅力を発信し、市内外から多くの方に足を
運んでいただける企画を検討しています。
　20周年を祝う記念式典や各種団体の企画するイベントなど、一連の記念行事を通
して、次代につながる本市をPRするとともに、参画をいただいた皆さんをはじめ、市

民の皆さんそれぞれの心に残る行事となるよう検討をします。
　記念式典の実施など、記念事業の詳細が決定しましたら、改めて広
報しょうばらや市ホームページなどでお知らせします。
　多くの皆さんの参加をよろしくお願いします。

庄原市制施行20周年　記念行事
総務課総務法制係　☎0824-73-1123

ホームページ

市公式LINE
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住んでいる町を探検総領の山野草を学ぶ 広島のヘビが大集合！日本での学びを言葉に

食を知り、国を知る昇
しょうり

鯉を祈って！！ 熱気・熱唱・熱演

　西城小学校の児童が町内の施設を見学・12/10　春植物講座・2/2 　新春特別ミニ展示・2/5 ～ 3/28　日本語スピーチコンテスト・2/9

　食文化交流会・2/2　日南キャンプを激励訪問・2/2 　東城ミュージックコンサート・1/19

　西城小２年生の児童 11 人が、生活科の授業で「み
んなでつかうまちのしせつ」をテーマに、町内のさま
ざまな施設を見学しました。
　これは、町内の店や公共施設などを実際に見学し、
気付きを得ることで、自立への基礎を養うことを目的
としています。
　今回は、しあわせ館、西城温水プール「水夢」、備
後西城駅の 3 カ所を訪れ、備後西城駅では、駅の歴
史や駅での仕事など、施設を管理している西城町観光
協会の職員から説明を受けました。
　児童は、職員から説明を受けた際にはメモをとり、
施設の管理方法について質問をするなど、真剣に授業
に取り組んでいました。

　節分草の自生地公開に向けて、植物研究家の伊
い と う

藤
之
ゆ き と し

敏さんによる春植物講座が、道の駅リストア・ステー
ションで開催され、８人が参加しました。
　講座では、セツブンソウの生態をはじめ、同時期に
咲くフクジュソウなど、総領町に生息する山野草につ
いて説明し、花の写真などを用いて、総領町はセツブ
ンソウの日本有数の自生地であること、花びらに見え
る部分は花びらではなく「がく片

へ ん

」と呼ばれる部位で
あることなどの解説が行われました。
　講座に参加した人は「総領ではセツブンソウやフク
ジュソウだけでなく、多くの貴重な春植物が見られる
ことを知った。貴重な春植物がたくさん見られる総領
の自然はすごいと思った」と話しました。

　比和自然科学博物館で、新春特別ミニ展示「令和７
年は巳年 !!　広島のヘビたち大集合！」が開催されてい
ます。
　今回のミニ展では、比和自然科学博物館に収蔵して
いるヘビの標本資料の中から、県内で確認されている
全８種のヘビが紹介されました。
　近年新聞で話題となった通常とは違う色彩のマムシ
や、頭が２つあるアオダイショウの幼蛇など、普段見
ることができない貴重なヘビが展示されています。
　ミニ展を訪れた来館者は「広島県内にこんなに多く
の種類がいることに驚いた。ジムグリという種類のヘ
ビは、大人と子どもで全く柄が違うので、違う種類の
ヘビだと思っていた」と話しました。

　しょうばら国際交流協会が主催する第 21 回日本語
学習者による日本語スピーチコンテスト & 交流会が、
口和自治振興センターで開催され、約 100 人の聴衆
が集まりました。
　市内や近隣市町から集まった７カ国 15 人がステー
ジに立ち、日本語学習や日本での生活から得た学びな
どについて日本語で発表しました。
　金賞を受賞したインドネシア出身のアフマッド・ア
リ・リズキさんは、最初は苦手だった日本語の勉強を
地道に続けたこと、仕事に誇りを持って取り組み、充
実した生活を送っていることについて話しました。「継
続は力なり」という言葉で締めくくられたスピーチに、
多くの来場者が心を打たれました。

　庄原市カープ応援隊の実行委員を中心とした 15 人
が、広島東洋カープの春季キャンプ地、宮崎県日南市
を訪問し、チームを激励しました。
　チームの勝利や日本一への願いを、米などの本市特
産の品に込め、新井貴浩監督に手渡すとともに、球場
やブルペンでいきいきと練習に取り組む選手たちの様
子を見学しました。
　新井監督は「庄原については、松田オーナーから常
日頃、市民球場時代からバスを何台も何台も用意して
見に来ていただているという話を聞いている。庄原の
皆さんに喜んでいただけるよう、精一杯優勝、日本一
目指して頑張ります」とお礼の言葉を述べました。

　東城地域のバンドや楽器演奏者の育成と発表の場の
提供を目的とした「東城ミュージックコンサート」が
東城文化ホールで開催され、350 人の入場者でにぎ
わいました。
　ゲストにシンガーソングライターの佐々木リョウさ
んを迎え、地元の熟練バンドや初々しい高校生バンド、
エレクトーン演奏グループ、中学校吹奏楽部など 14
団体が出演し、多様な音楽が披露されました。
　会場には出演者が作った
テント型の「ティピー」を
並べてグループの PR を行
い、また初めての試みとな
る「フェイスペイント」で
は、来場者が行列を作るほ
ど好評で、顔や手に色とり
どりのペイントをして楽し
んでいました。
　来場者は「会場の飾りつ
けが素敵だった」「フェイ
スペイントで一緒に盛り上
がって楽しかった」と笑顔
で話しました。

№3№7 №2№6

№4№5 №１

▲備後西城駅を見学する児童 ▲ヘビの展示を楽しむ来館者▲出場者全員で記念撮影▲講師の伊藤さん（右）と参加者の皆さん

▲新井監督（右）に応援の品を手渡す土井幹雄実行委員長 ▲料理を食べながら親睦を深める参加者

　中国の旧正月「春
しゅんせつ

節」を祝うため、庄原市日中親善
協会が主催する「食文化交流会」が、市保健福祉セン
ターで開催され、総勢 29 人が参加しました。
　交流会では中国料理の「火鍋」と「水餃子」を、市
内在住の中国出身者に教わりながら、参加者全員で調
理を行いました。
　火鍋は、日本料理の鍋やしゃぶしゃぶに似た中国の
伝統的な鍋で、うまみのある辛いスープが特徴の料理
です。また、中国の水餃子はモチモチとした触感が特
徴で、子どもから大人まで人気のある料理です。
　参加者は、調理や食事を楽しみしながら、親睦を深
めていました。

▲会場に飾られたティピー

▲東城中学校の吹奏楽部が熱演

▲エレクトーン演奏 ▲フェイスペイントをして熱唱
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　マダニは、主に屋外の林道沿いや河川敷などジメジメした所に生息し

ています。葉っぱなどに潜んで、動物や人が来た時に、素早く乗り移り、

皮膚表面を移動して適当な部位（皮膚が薄い場所、膝裏や脇の下などを

好む）を見つけ頭を突っ込んで吸血します。数日～数週間かけてゆっく

り吸血し、お腹いっぱいになってパンパンに膨れたら脱落します。

　　また、ダニ咬
こう
傷
しょう
のあと数日～数週間後に怖い感染症になることや、

牛肉アレルギーになり、牛肉が食べられなくなることもあります。咬傷後の治療も大事ですが、まずは刺

されないように予防するのが一番です。　　

●マダニ咬傷による症状や感染症
　マダニに刺された部位は、他の虫刺されと同様に赤く腫れたり、痒みが出たりします。それは次第に治

まるので心配ありませんが、その後、発熱や吐き気、おう吐、皮
ひ

疹
しん

などが出現する日
に

本
ほん

紅
こう

斑
はん

熱
ねつ

やツツガ

ムシ病、さらには重症化する事もあるSFTS（重症熱性血小板減少症候群）を発症することがあります。

SFTSに関しては令和６年６月に「アビガン®」が治療薬として追加承認されるなど治療も進んできてい

ますが、毎年広島県でも死亡例があるので注意が必要です。マダニ咬傷後１～２週間で発熱したときは、

病院での診察時にマダニに刺されたことを伝える事が重要です。

●警戒すべき時期
　当院で摘除した令和３年～令和６年の４年間の

マダニ咬傷（計 105 人）の月別患者数を見ると、

例年４月から増え始め５月～７月にピークを迎え

ています。県北地域ではこの時期は特に注意する

必要があります。令和５年に摘除したマダニの大

きさは２mm以下が 16％、３～５㎜が 68％、５㎜

以上が 17％で、ちょうど米粒ぐらいの大きさのマ

ダニが最多でした。

●対 策
　まずは初夏～夏に山に入るときには、肌を露出させない服装をし、虫よけスプレーなどを使用すること

が重要です。その上で刺されてしまった場合は、小さなマダニで簡単に取れるものはつぶさないようにピ

ンセットなどで取ってもよいと思いますが、大型のものは簡単に取れないことが多く、医療機関で摘除し

てもらう方が口器が残らず安心です。その後、数日～２週間程度は発熱などの症状に注意して、症状があ

れば医療機関でマダニ咬傷があったことを伝え、発熱の原因検索や治療をすることが重要です。

　保健医療課健康推進係　☎ 0824-73-1255

マダニに刺されないように
しましょう

庄原市医師会　むらた皮膚科クリニック 村
むら

田
た

　 将
すすむ

当院におけるマダニ摘除の月別患者数

【膝裏を数日吸血したマダニ】
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悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談

庄原 ４月15日㈫13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 広島法務局三次支局
☎0824-62-5070

東城 ４月３日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター
高野 ４月８日㈫13時～15時 高野支所
比和 ４月１日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター
総領 ４月９日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ４月17日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 ４月17日㈭13時30分～15時30分 西城自治振興センター 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

東城 ４月17日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

口和 ３月28日㈮９時30分～11時30分 口和保健福祉センター 口和支所市民生活係
☎0824-87-2112

高野 ４月８日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 ４月１日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 ４月９日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談 高野 ４月11日㈮13時～16時 高野支所 広島弁護士会による
無料相談。要予約。

広島弁護士会
☎0120-969-214　

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

妊 娠・ 出 産
子育ての相談

毎週月～金（祝日・年末年始除く）
８時30分～17時15分

子育て世代包括支援センター
ほのぼのネット

（市役所本庁舎２階）
助産師・保健師
保育士・社会福祉士

子育て世代包括支援センター
☎0824-73-1214

認知症カフェ

庄原 「これから」
４月８日㈫13時～15時

庄 原 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン
タージョイフル２階

相談・情報交換
参加費なし

高齢者福祉課
地域包括支援センター係
☎0824-73-1165

西城 「コスモスカフェ」
４月10日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館） 相談・情報交換

参加費100 円

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城 「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい

梅」
３月25日㈫13時30分～14時30分 東城支所 東城支所保健福祉係

☎08477-2-5131

高野
「ほっとカフェ」

３月21日㈮・４月18日㈮
10時～12時

下高自治振興センター 相談・情報交換
参加費なし

高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 「あしたのカフェ」
４月15日㈫13時30分～15時 比和温泉施設あけぼの荘 相談・情報交換

参加費100 円
比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

療 育 手 帳
巡 回 判 定 会 庄原 ４月10日㈭10時～16時 市役所本庁舎１階相談室 １カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

身 体 障 害 者
補装具判定会 聴覚 ４月15日㈫13時～13時45分 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

広報しょうばら／ 2025.3　20 21　2025.3 ／広報しょうばら
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「この社会あなたの税がいきている」
インタ ーネットで巾告•納税できる

e-Tax （国税電子申告・納税システム）
．馴9IIi闇湖鼎Bi.

http://www.e-tax.nta.go.jp 

公益社団法人

I鍮屯土ば涅’ 芯品m 庄原法人会
〒727-0011広島県庄原市東本町1-2-22（庄原師工会議所会館内）

TEL 0824-72-1889 (FAX兼用）

 MMaiil sh-hojiin@@siirren.ocn.ne.jp

  

保保育育士士（（中中途途//新新卒卒））募募集集中中  
当社は庄原市 100％出資の会社です。 

あなたの「ちから」が庄原市には必要です。 

詳細は当社 HPをご覧ください。→ 
       

お問い合わせ先 

 
 

 〒727-0012 庄原市中本町二丁目 13-24 

Tel (0824)75-0600  http://shobara.co.jp 

 
 
 

 
 
 

保保育育士士（（中中途途//新新卒卒））募募集集中中  
当社は庄原市 100％出資の会社です。あなたの「ちから」が庄原市には必要です。 

詳しい求人内容は当社webサイトからご覧いただけます。→ 
 

お問い合わせ先 

 
 
    

〒727-0012 庄原市中本町二丁目 13-24 Tel (0824)75-0600 http://shobara.co.jp 

市税・保険料の納期限のお知らせ

納期限納期限
３月31日㈪３月31日㈪■介護保険料（普徴）10期

　「口座振替」にしている人は、納期限の前日までに
残高確認をお願いします。

　　　　　収納課収納係☎ 0824-73-1511

広島県特定（産業別）最低賃金が改定されました
今回改定されたのは３業種の特定（産業別）最低賃金で、令和７年２月 21 日から発効しました。

業種 時間額 発効日
製鉄業、鋼材、銑鉄鋳物、可鍛鋳鉄製造業、その他の鉄鋼業 １，１１４円 令和６年12月31日

建設用・建築用金属製品、その他の金属製品製造業 １，０５２円 令和７年２月21日

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造業 １，０７０円 令和６年12月31日

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業 １，０４５円 令和６年12月31日

自動車・同附属品製造業 １，０４８円 令和６年12月31日

船舶製造・修理業、舶用機関製造業 １，０８０円 令和７年２月21日

各種商品小売業　 １，０２０円 令和６年10月１日

自動車小売業 １，０３８円 令和７年２月21日

広島県最低賃金 １，０２０円 令和６年10月１日

　
問い合わせ　広島労働局賃金室☎ 082-221-9244　三次労働基準監督署☎ 0824-62-2104

募　
　

集

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー　
　

お
よ
び
発
達
障
害
啓
発
週
間

　

毎
年
４
月
２
日
は
「
世
界
自
閉

症
啓
発
デ
ー
」で
す
。
日
本
で
は
、

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
に
合
わ
せ

て
、
４
月
２
日
～
８
日
を
「
発
達

障
害
啓
発
週
間
」
と
し
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
、
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達

障
害
を
知
り
、理
解
す
る
こ
と
は
、

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま

す
。
皆
さ
ん
も
発
達
障
害
啓
発
の

シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
青
色
の

も
の
を
身
に
付
け
て
、
発
達
障
害

の
人
た
ち
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

※
自
閉
症
・
発
達
障
害
啓
発
の
シ

ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
「
ブ
ル
ー
（
青
）」

は
、「
癒
し
」
や
「
希
望
」
を
意

味
し
て
い
ま
す
。

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
・
日
本
実

行
委
員
会
公
式
サ
イ
ト

http://w
w

w
.w

orld
autism

aw
areness

day.jp/htdocs/

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

そ　

の　

他

母子保健事業母子保健事業 ●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付

４月７日㈪９時～17時 保健医療課母子保健係 ▪出産予定日と受診した
　病院名が分かるもの
▪本人確認書類
　（運転免許証など）
▪４月以降については、
　印鑑、口座番号が分か
　るもの

事前予約が必要

４月12日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

３月24日㈪・４月14日㈪
９時～12時 東城支所 事前予約が必要

育 児 相 談 ４月８日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所で
の相談を希望する場合は
お問い合わせください。

広告
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〒���-����広島県三次市塩町２���－�営業時間�:��～��:��

不用品に関する
”困った”をすべて

解決致します！

不
安心の創業��年

何用品回収、 でも

0120ー66ー1035

15,000円買取例

おもちゃでも
買取ります！
おもちゃでも
買取ります！

使わなくなったアクセサリー使わなくなったアクセサリー

買取例 10,000円
額面の60％～で
買取します！

切手（シート・バラ）切手（シート・バラ）
創業63年の目利きと資金力だから出来る いくらで売れるかの査定だけでも！他社には真似出来ない、全国的にも数少ない

買取！
広告広告

司法書士法人

広島北部司法事務所

司法書士

広告

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原

第
36
回
広
島
県
小
学
生
総
合

体
育
大
会　
体
操
競
技
の
部

（
１
月
25
日
～
26
日
／
広
島
市
安

佐
北
区
）

【
男
子
共
演
の
部
】　

個
人
総
合

第
３
位

信の
ぶ
き
よ清　

朔さ
く
と都（
板
橋
小
２
年
）

第
５
位

山や
ま
さ
き﨑　
　

達い
た
る（
永
末
小
３
年
）

第
９
位

二に
か
み上　

陽よ
う
た太（
高
小
３
年
）

第
10
位

原は
ら
だ田　
　

周あ
ま
ね（
板
橋
小
２
年
）

【
女
子
共
演
の
部
】　

個
人
総
合

第
３
位

宇う
や
ま山
心み

り

な

莉
奈（
庄
原
小
３
年
）

第
６
位

田た
な
べ辺　

里さ
と
み美（
庄
原
小
３
年
）

第
７
位

木き
も
と元　

ひ
の（
総
領
小
３
年
）

第
９
位

菱ひ
し　
　

光み
つ
ほ穂（
庄
原
小
１
年
）

イ
ド
の
も
と
、
ス
イ
セ
ン
の
品
種

の
見
分
け
方
や
育
て
方
な
ど
を
学

ぶ
観
察
会
を
行
い
ま
す
。

と
き

４
月
６
日
㈰　

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　
み
の
り
の
里　

ス
イ
セ

ン
ガ
ー
デ
ン

ス
イ
セ
ン
の
切
り
花
体
験

ス
イ
セ
ン
の
切
り
花
体
験

　

ス
イ
セ
ン
を
切
り
花
に
し
て
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　
３
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　
み
の
り
の
里　

ス
イ
セ

ン
ガ
ー
デ
ン

Ｂ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
レ
イ
ク
マ
ラ

Ｂ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
レ
イ
ク
マ
ラ

ソ
ン
２
０
２
５

ソ
ン
２
０
２
５

　

公
園
内
に
特
設
し
た
１
周
５
キ

ロ
の
コ
ー
ス
を
周
回
し
て
タ
イ
ム

を
競
い
ま
す
。

と
き　
４
月
６
日
㈰

と
こ
ろ　

里
山
の
駅 

庄
原 

ふ
ら
り

エ
ン
ト
リ
ー
期
限

３
月
16
日
㈰　

23
時
59
分
ま
で

春
の
花

春
の
花

▼
ス
イ
セ
ン

【
開
花
時
期
】

３
月
中
旬
～
４
月
上
旬

【
と
こ
ろ
】　

み
の
り
の
里　

ス
イ

セ
ン
ガ
ー
デ
ン

▼
サ
ク
ラ

【
開
花
時
期
】

４
月
上
旬

【
と
こ
ろ
】　

つ
ど
い
の
里
、
み
の

り
の
里
、
ひ
ば
の
里

▼
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

【
開
花
時
期
】

４
月
上
旬
～
下
旬

【
と
こ
ろ
】　

花
の
広
場

▼
ネ
モ
フ
ィ
ラ

【
開
花
時
期
】

４
月
中
旬
～
５
月
中
旬

【
と
こ
ろ
】　

み
の
り
の
里　

ピ
ク

ニ
ッ
ク
広
場

ス
イ
セ
ン
観
察
会

ス
イ
セ
ン
観
察
会

　

公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
グ
リ
ー

ン
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
の
皆
さ
ん
の
ガ

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

※
エ
ン
ト
リ
ー
は
こ

ち
ら
か
ら
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

ナ
ゾ
ト
キ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ナ
ゾ
ト
キ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー  

ビ
ホ
ク
ク
エ
ス
ト

ビ
ホ
ク
ク
エ
ス
ト
I.VI.V

　

勇
者
と
な
っ
て
謎
を
解
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
ク
エ
ス
ト
を
攻
略
す

る
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
楽
し
め

る
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と
き　

３
月
８
日
㈯
～
６
月
１
日
㈰
ま
で

の
土
・
日
・
祝
日　

 

10
時
～
17
時

※
受
け
付
け
は
16
時
ま
で 

と
こ
ろ

大
芝
生
広
場　

特
設
テ
ン
ト 

料
金

初
級
コ
ー
ス　

４
０
０
円

中
級
コ
ー
ス　

６
０
０
円

上
級
コ
ー
ス　

８
０
０
円 

※
参
加
者
1
人
に
つ
き
1
キ
ッ
ト

購
入
必
要

※
３
セ
ッ
ト
同
時
購
入
で
割
引　

（
１
８
０
０
円
→
１
５
０
０
円
）

※
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
は
２
月

現
在
の
も
の
で
す
。
記
載
内
容
は

天
候
な
ど
の
理
由
に
よ
り
予
告
な

く
変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
出
掛
け
の

際
に
は
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
男
子
選
手
権
の
部
】　

個
人
総
合

第
３
位

菱ひ
し　
　

優ゆ
う
ま真（
庄
原
小
４
年
）

第
５
位

森も
り
か
わ川　

義よ
し
な
り成（
総
領
小
５
年
）

第
８
位

山や
ま
さ
き﨑　
　

周し
ゅ
う（
永
末
小
６
年
）

種
目
別（
跳
び
箱
）　

第
２
位

菱ひ
し　
　

優ゆ
う
ま真（
庄
原
小
４
年
）

第
３
位

森も
り
か
わ川　

義よ
し
な
り成（
総
領
小
５
年
）

種
目
別（
床
）　

第
３
位

森も
り
か
わ川　

義よ
し
な
り成（
総
領
小
５
年
）

【
女
子
選
手
権
の
部
】　

個
人
総
合

第
２
位

菱ひ
し　
　

絢あ
や
ね音（
庄
原
小
６
年
）

第
５
位

信の
ぶ
き
よ清　

六り
っ
か花（
板
橋
小
６
年
）

第
９
位

櫻さ
く
ら
だ田　

心み
こ
と琴（
東
小
５
年
）

種
目
別（
跳
び
箱
）　

第
１
位

菱ひ
し　
　

絢あ
や
ね音（
庄
原
小
６
年
）

第
３
位

信の
ぶ
き
よ清　

六り
っ
か花（
板
橋
小
６
年
）

種
目
別（
床
）　

第
３
位

菱ひ
し　
　

絢あ
や
ね音（
庄
原
小
６
年
）

県
大
会

第
36
回
会
長
杯
広
島
市
体
操

競
技
・
新
体
操
選
手
権
大
会

（
12
月
21
日
～
22
日
／
広
島
市
安

佐
北
区
）

【
体
操
競
技
】

男
子
個
人
総
合　

第
３
位

森も
り
か
わ川　

義よ
し
な
り成（
総
領
小
５
年
）

第
８
位

菱ひ
し　
　

優ゆ
う
ま真（
庄
原
小
４
年
）

男
子
種
目
別（
跳
び
箱
）　

第
３
位

森も
り
か
わ川　

義よ
し
な
り成（
総
領
小
５
年
）

女
子
個
人
総
合　

第
６
位

菱ひ
し　
　

絢あ
や
ね音（
庄
原
小
６
年
）

第
10
位

信の
ぶ
き
よ清　

六り
っ
か花（
板
橋
小
６
年
）

第
77
回
鈴
木
三
重
吉
賞

【
詩
の
部
】

特
選

佐さ

さ

き

々
木
虎と

ら
じ士（
東
城
小
１
年
）

チ
ャ
ン
・
ア
ン
・
ニ
エ
ン（
板
橋

小
２
年
）

令
和
６
年
度　
　
　
　
　
　

庄
原
市
文
芸
大
会

庄
原
市
長
賞

（
短　

歌
）　

荒あ
ら
き木　

純す
み
こ子

（
俳　

句
）　

稲い
な
が
き垣
サ
カ
エ

（
川　

柳
）　

伊い
と
う藤　

寿ひ
さ
こ子

（
現
代
詩
）　

桑く
わ
ば
ら原　

知と
も
き樹

庄
原
市
議
会
議
長
賞

（
短　

歌
）　

橘
た
ち
ば
な
　
　

京き
ょ
う
こ子

（
俳　

句
）　

荒あ
ら
き木
美み

ち

こ

智
子

（
川　

柳
）　

松ま
つ
も
と本　
　

進
す
す
む

（
現
代
詩
）　

伊い
と
う藤　

寿ひ
さ
こ子

庄
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

（
短　

歌
）　

国く
に
み
つ光　

利と
し
え恵

（
俳　

句
）　

木き
む
ら村　

淳じ
ゅ
ん
こ子

（
川　

柳
）　

石い
し
だ田　
　

享
た
か
し

（
現
代
詩
）　

折お
り
し
ま島　
　

哲て
つ

庄
原
商
工
会
議
所
会
頭
賞

（
短　

歌
）　

田た
な
か中　

睦む
つ
こ子

（
俳　

句
）　

八や
た
が
い谷　

和か
ず
こ子

（
川　

柳
）　

古ふ
る
も
と本　

文ふ
み
こ子

庄
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
賞

（
短　

歌
）　

矢や
ぶ
き吹　

正ま
さ
な
お直

（
俳　

句
）　

池い
け
う
え上
恵え

み

こ

美
子

（
川　

柳
）　

清し
み
ず水　

啓け
い
こ子

庄
原
市
文
化
協
会
会
長
賞

（
短　

歌
）　

奥お
く
い井　

久ひ
さ
こ子

（
俳　

句
）　

横よ
こ
や
ま山　

悦え
っ
し
ょ
う生

（
川　

柳
）　

安あ
ん
ど
う藤　

幸さ
ち
え江

※
応
募
の
際
の
漢
字
か
な
表
記
・

ペ
ン
ネ
ー
ム
で
記
載
し
て
お
り
、

町
名
は
記
載
し
ま
せ
ん
。

そ
の
他

備北花ピクニック備北花ピクニック
３月15日㈯～５月11日㈰　開催！
※休園日：３月 17日㈪・24日㈪・31日㈪、
　　　　　４月７日㈪・14日㈪・ 21日㈪、
　　　　　５月７日㈬

【開園時間】９時 30 分～ 17 時（入園は 16 時まで）
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しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　４月９日（水） ９時～ 13 時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで http://kunchi-ichi.jp/information.html

４月

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広報日記
▶本年３月31 日で、庄原市は新市誕生から20 年の
節目を迎えます。今回の特集では、20 年の歩みを時
系列にして紹介しています。20 年前、私は高校生で
したが、家族や近所の人が合併の話をよくしていた
ことを今でも覚えています。来年度には、市制施行
20 周年の記念行事も予定していますので、皆さんぜ
ひご参加ください。（14 ～16 ページ）
▶高野町の広島県雪合戦大会を取材してきました。
間近で見る雪合戦の試合は、思っていた以上に迫力
がありました。今回は組み写真で紹介していますの
で、ぜひご覧ください。（２～３ページ）

人の動き （庄原市の人口） 

令和７年１月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３１，０９２人（前年比－８１１人）　
男　　１４，８８０人（前年比－３７２人）　
女　　１６，２１２人（前年比－４３９人）
世帯数　１４，７５９世帯（前年比－１７８世帯）
[ うち外国人 ]　人口　５５１人（前年比＋２４人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１６，４７８人（７，８０２世帯）
○西城地域　　２，８４８人（１，３０３世帯）
○東城地域　　６，４９０人（３，２２９世帯）
○口和地域　　１，６８３人　　（７４４世帯）
○高野地域　　１，４３６人　　（６２２世帯）
○比和地域　　１，０８９人　　（５２２世帯）
○総領地域　　１，０６８人　　（５３７世帯）

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １５１１
●下水道課管理係　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１７５
●広島県水道広域連合企業団庄原事務所業務係
　　　　　　　　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１９７

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

　市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる
市民ギャラリーです。
▶色えんぴつ画・木工作品展
とき　４月８日㈫～10日㈭　10時～15時
問アート多愛夢事務局　☎ 0824-72-6405（友永）
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

３・４月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
〇草木染め教室
　とき　３月31日㈪　①９時～12時  ②13時～16時
▶イベント・展示・販売
〇シルバー人材センター（てしごとの会）
　とき　４月19日㈯・20日㈰　９時～15時

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

とき　　３月 24 日㈪ 12 時 15 分～ 12 時 55 分
ところ　市役所本庁舎　1 階市民ホール
出演者　
三

み き
木　貴

たかのり
徳・・・オペラ歌手（テノール）

須
す ど う

藤　典
の り こ

子・・・ピアノ
演奏曲目　
オ・ソーレ・ミーオ、帰れソレントへ、オペラ「トゥー
ランドット」より「誰も寝てはならぬ」ほか
▶三木　貴徳　
　エリザベト音楽大学声楽学科卒業、同大学大学院
修了。イタリアに留学し、ミラノ音楽院で研鑽を積
む。帰国後は自身のリサイタルを始め、数多くのオ
ペラやコンサートに出演。現在は、広島を中心に演
奏活動を続ける傍ら、三木音楽教室を主宰し後進の
指導にも力を入れている。
▶須藤　典子
　エリザベト音楽大学器楽学科ピアノコース卒業。
イタリアで複数のレッスンセミナーを受講し研鑽を
積む。広島交響楽団やコダーイ弦楽四重奏団と共演。
合唱団伴奏者としても活躍する傍ら、広島市内の幼
稚園や高等学校、大学で講師も務める。

田園文化センター ☎ 0824-72-1159

（歴史民俗資料館・倉田百三文学館）

開館：10 時～17 時、 休館：月曜 （祝日開館・翌日休館）・年末年始

休日診療のご案内

●東城地域

３月・４月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

３月23日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
30日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180

４月６日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
13日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
20日（木）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

史跡
佐

さ た だ に

田谷・佐
さ た だ お

田峠墳
ふ ん ぼ ぐ ん

墓群出土土器　令和５年度に市が実施した健康意識・生活習慣調査の結
果では、「主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を 1 日２回
以上ほぼ毎日食べている」と回答した人の割合は 33.6% と、
前回（平成 30 年度）調査の 70.6% から大きく低下しています。
特に男性の 30 ～ 60 歳代、女性の 20 歳代、40 歳代で低い
現状にあります。
　市は「若い世代、働く世代の栄養バランスが取れた食習慣
への改善」を取り組むべき主な課題の一つに掲げており、市
のホームページ（食育）や公式 LINE（食育の日）などで啓
発を行っています。
　多様な食品を食べることは、がんや糖尿病などの発症リス
クを低減させるだけでなく、若い年代から気を付けてもらい
たいフレイルの予防にもつながります。

■10食品群チェックシートを活用して、食生活を振り返っ
　てみましょう。

「さあにぎやかにいただく」
　さ（かな）：魚・イカ・エビ・貝・練り物
　あ（ぶら）：食用油・バター・マヨネーズ
　に（く）：牛肉・豚肉・鶏肉・ハム・ウインナー
　ぎ（ゅうにゅう）：牛乳・ヨーグルト・チーズ
　や（さい）：トマト・ニンジン・ホウレンソウ（緑黄色野菜）
　か（いそう）：わかめ・のり・ひじき
　に
　い ( も )：ジャガイモ・サツマイモ
　た ( まご )：鶏卵・うずら卵
　だ ( いず )：大豆・納豆・豆腐・豆乳
　く ( だもの )：リンゴ・ミカン・バナナなど

合言葉は
「さあにぎやかにいただく」

〈実践のポイント〉
１日７項目以上の○が付くように目指しましょう！
▶量は気にせず、少しでも食べたら○　　　
　例）炒め物に使った油→油に○を付ける
▶記載されていないものでも食べたら○　　
　例）イチゴを食べた→果物に○を付ける
▶朝食・昼食・夕食で同じ１行を使用
▶昼食・夕食は、〇の付いていない食品を取り入れる
　キノコは 10 食品群に含まれていませんが、食物繊維やビ
タミン D などの栄養素が多く含まれているので、積極的に
取りましょう。

10食品群
チェックシート

　佐田谷・佐田峠墳墓群は宮内町・高町に所在する弥生時代
中期後葉から後期前葉にかけて造られた四隅突出型墳丘墓３
基、方形台状墓４基、方形周溝墓１基からなる墳墓群です。
　日本列島で首長墓が出現する弥生時代中期～後期にかけて
の墳丘築造方法や埋葬施設の配置、墳墓祭祀の変遷などが明
らかになった事例として評価を受け、令和３年 10 月 11 日
に国の史跡に指定されました。
　この史跡からは、土器を中心にさまざまな遺物が出土して
います。その中で特に注目を集めているものに注

ちゅうこうつき

口付脚
きゃくだいつき

台付
鉢
は ち が た

型土
ど き

器があげられます。
　注口付脚台付鉢型土器は佐田谷１号墓で２点、佐田谷３号
墓で３点、佐田峠３号墓で１点が出土しています。その形状
は、やかんのような注ぎ口がついたそろばん玉状の鉢を大き
な脚台にのせて、くっつけたような姿をしています。
　では、約２千年前の庄原市で暮らしていた人たちが、日常
生活の中で飲料を注ぐためにこの土器を使用していたのかと
いうと、そうではありません。
　復元されたものの中で最も大きい佐田谷３号墓出土の注口
付脚台付鉢型土器は高さが約 55㎝あり、とても日常の生活
で気軽に使えるような大きさ、重さではありません。
　これらの土器は鋭利な道具を用いて細かな文様がつけら
れ、酸化鉄を主原料とするベンガラという赤色塗料が塗られ
ていたことから、かなり装飾性の高い土器といえます。
　また、発見された場所もお墓であることから、この土器は
日常生活で使用されていたものではなく、お墓の上で行われ
た祭

さ い し

祀のために作られた特別な土器と考えられています。
　佐田谷３号墓出土の上記の土器は、その文様や土器作成に
用いられた土が庄原地域
のものとは異なり、吉備
地域の特徴を有していま
す。そのため、弥生時代
後期前葉ごろには広島県
北部地域と岡山県北部地
域の間で、すでに交流が
あったことを示す大変重
要な資料です。
　佐田谷・佐田峠墳墓群
出土土器の一部は当館で
展示していますので、ぜ
ひご覧ください。
　

注口付脚台付鉢型土器
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１
月
30
日
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階

市
民
ホ
ー
ル
で
、
広
島
県
代
表
と
し

て
全
国
大
会
な
ど
へ
出
場
す
る
選
手

を
対
象
に
壮
行
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

壮
行
式
で
は
、
木
山
耕
三
市
長
と
、

林は
や
し

高た
か
ま
さ正
市
議
会
議
長
が
激
励
の
挨

拶
を
行
い
、
牧ま

き
は
ら原
明あ

き
と人
教
育
長
か
ら
、

出
場
者
に
祝
金
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
場
者
代
表
と
し
て
高
野

中
２
年
生
の
前ま

え
だ田
太た

い
き基
さ
ん
が
「
家

族
や
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
支
え
て
い
た

だ
い
た
お
か
げ
で
、
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
広
島
県
代

表
、
庄
原
市
の
代
表
と
し
て
悔
い
の

残
ら
ぬ
よ
う
試
合
に
臨
み
た
い
」
と

力
強
い
決
意
表
明
を
述
べ
、
大
会
で

の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

■
出
場
者
（
敬
称
略
）

文
部
科
学
大
臣
杯
第
16
回　
　

全
日
本
少
年
春
季
軟
式
野
球　

大
会
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（
３
月
21
日
～
26
日
／
岡
山
県
）

軟
式
野
球

大お
お
う
ら浦　

伸し
ん
ぺ
い平
（
庄
原
中
１
年
）

佐さ

さ

き

々
木
琉り

ゅ
う
せ
い成
（
庄
原
中
１
年
）

井い
の
う
え上　

翔と

あ愛
（
高
野
中
２
年
）

名な
ご
し越　

悠ゆ
う
せ
い晟
（
高
野
中
２
年
）

居い
ば
ら原　

晄こ
う
た汰
（
口
和
中
２
年
）

ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
賞
争
奪　
　

日
本
生
命
杯　

第
４
回
全
日
本

少
年
少
女
空
手
道
選
抜
大
会

（
２
月
14
日
～
16
日
／
神
奈
川
県
横

浜
市
）

小
学
１
年
生
男
子
組
手
競
技
個
人
戦

男
子
組
手
競
技
団
体
戦

香か
が
わ川　

駿し
ゅ
ん
か夏
（
庄
原
小
１
年
）

小
学
２
年
生
男
子
組
手
競
技
個
人
戦

男
子
組
手
競
技
団
体
戦

矢や
ぶ
き吹　

菜な
つ
き月
（
板
橋
小
２
年
）

小
学
４
年
生
女
子
組
手
競
技
個
人
戦

女
子
組
手
競
技
団
体
戦

祐す
け
む
ね宗　

さ
ち
（
板
橋
小
４
年
）

小
学
６
年
生
女
子
組
手
競
技
個
人
戦

女
子
組
手
競
技
団
体
戦

鈩た
た
ら
だ
に谷　
　

蘭ら
ん

（
庄
原
小
６
年
）

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ　

文
部
科
学
大
臣
旗

未
来
く
ん
杯　

第
19
回
全
国
中

学
生
空
手
道
選
抜
大
会

（
３
月
28
日
～
30
日
／
京
都
府
亀
岡

市
）

男
子
個
人
組
手
（
中
学
１
年
の
部
）

祐す
け
む
ね宗　

吟ぎ
ん
じ治
（
庄
原
中
１
年
）

第
34
回
全
国
高
等
学
校　
　
　

剣
道
選
抜
大
会

（
３
月
26
日
～
28
日
／
愛
知
県
春
日

井
市
）

剣
道
団
体
戦

加か
と
う藤　

泰た
い
が雅
（
新
庄
高
２
年
）

全
国
中
学
校
体
育
大
会　
　
　

第
62
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
２
月
４
日
～
７
日
／
長
野
県
下
高

井
郡
野
沢
温
泉
村
）

ス
キ
ー
（
男
子
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
）

前ま
え
だ田　

太た
い
き基
（
高
野
中
２
年
）

第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会　

冬
季
大
会

（
２
月
13
日
～
16
日
／
秋
田
県
鹿
角
市
）

ス
キ
ー
少
年
男
子
Ａ
（
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
）

主ぬ
し
だ田　
　

宵
し
ょ
う

（
加
計
高
芸
北
分
校
１
年
）

松ま
つ
お尾　

昂こ
う
き紀

（
加
計
高
芸
北
分
校
２
年
）

ス
キ
ー
成
年
女
子
Ａ
（
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
）

熊く
ま
も
と本　

心こ
こ
な優
（
京
都
産
業
大
３
年
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

第
74
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー

大
会

（
２
月
７
日
～
11
日
／
北
海
道
釧
路

市
）

ス
キ
ー
（
男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ

ロ
ー
ム
）

主ぬ
し
だ田　
　

宵
し
ょ
う

（
加
計
高
芸
北
分
校
１
年
）

ス
キ
ー
（
男
子
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
）

松ま
つ
お尾　

昂こ
う
き紀

（
加
計
高
芸
北
分
校
２
年
）

いざ、全国大会へ！
全国大会等出場者壮行式（冬季）

生涯
学習課

壮行式の参加者と記念撮影

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
カ
ッ
プ　
第
21
回
全
国

小
学
生
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
大
会

（
２
月
23
日
～
24
日
／
埼
玉
県
熊
谷

市
）

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

東ひ
が
し　
　

裕ゆ
う
だ
い大
（
東
小
６
年
）

横よ
こ
が
わ川　

侑ゆ
う
り里
（
庄
原
小
６
年
）

中な
か
の野　

遼り
ょ
う
い
ち一
（
東
小
６
年
）

甲こ
う
さ
か坂　

莉り

な奈
（
庄
原
小
６
年
）

牧ま
き
は
ら原　

孝こ
う
き樹
（
東
小
６
年
）

永な
が
た田　

皐さ
つ
き葵
（
板
橋
小
６
年
）

田た
な
べ邊
友ゆ

り

な

莉
南
（
庄
原
小
６
年
）


